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「いのちのとりで裁判 全国アクション」原

告交流合宿に参加した吉田弦一原告副団長の

感想を紹介します。 

 

 北海道とは異次元の暑さの

中、始まった熱海での二日間

の交流合宿、着いた日（３０

日（土））の１４時、指定発言

「いのちのとりで裁判の今とこ

れから」のテーマでスタートしました。 

 その中で、講師が強調していた「裁判は長

丁場、まだまだ道の途中です。楽しんで裁判

に参加するというスタンスが必要です。暗い

ばかりの顔は疲れます。笑顔で真剣に。そう

いう姿が横の継がりに結び付き、無理なく乗

り切る原動力です」、確かに～とうなづいてい

る自分がいました。その後は、各地位のリレ

ートーク、北海道は３番目。冒頭の言葉に合

ったように「楽しんで時には笑いも！」をそ

のまま実践したような、弁護士の先生二人（吉

田弁護士、山本弁護士）の「にごやん」の登

場です。本州初登場の「にごやん」に会場は

大いに湧き、北海道が楽しみながら、縦・横

の連携をも構築していることを表現する場所

になりました。「面白いね、北海道は」、その

後の集まりでも何人かからそんな言葉が掛け

られました。 

 各地域のリレートークでの共通の悩みは、

普段の会員同士の交流（班会・新年会・レジ

ャー等）は結構集まるが、裁判となると、原

告、支持者ともになかなか集まらず、苦労し

ているとのことでした。ここでも北海道の状

況（回を追うごとに増える地裁前の大勢の原

告、支持者。そして、その半分も傍聴席に入

れない等）を細川さんが話すと、会場から感

嘆の声がありました。 

 二日目の分散会では、各地域の原告の人達 

 

 

との話でした。私のテーブルの原告は５人、 

すぐ隣の方は京都で西陣織を４０年以上もし 

ていた人で、「国の先を見通す眼の無さが伝統

文化さえ見殺しにした」と憤っていました。

続けて「私もこの歳です。当たり前に一日３

回の食事をし、風呂に入り、穏やかに眠れ、

少し笑うことがきる余裕が欲しいだけ。しか

し今の暮らしはそれが許されない。これが政

治の言う人間の尊厳を含めた社会保障だと言

うなら、短い命を担保にしてでも闘います」

と。又、大阪から参加してきた原告女性は、

北海道ではおよそ考えられないような街頭宣

伝におけるバッシングの話をしてくれました。

「アンタラええなァ、何もせず国に頼って生

活できるんだものなァ～。こっちは朝から晩

まで働いて、アンタラより少い金で生活して

いるんや。なのに個人のプライバシー言うん

かい！人権もいるんかい！」こういう言葉を

投げつけられたと悔しそうな表情で語ってい

ました。原告が４人しかいないという地域か

ら来た男性は、「今からでも本当はヤメようか、

原告を降りようか迷っている」と。「どうし

て？」と聞くと、「会員はけっこうな数いるけ

れど、横の連携が弱く、自分たち原告４人が

『晒し者』になって浮いている気がする」と。

私は「貴男の姿を見て、後の会員達は必ず続

いてくれます。必ず！」、そんな言葉しか言え

ませんでした…。 

 あらためて地域によって人々の心、理解度

がこんなに違うということと、内向きに生き

る者同士のバッシングのやるせなさ…を感じ

たのも事実。それを少しずつ前向きにシフト

するための意義ある合宿だったと思います。

この交流合宿で他の地域の皆さんの話を聞き、

北海道における全生連・「守る会」会員の確か

な継がりと確かな歩みを実感したことも合わ

せて報告し、感想文とします。 
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